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保護者の方へ
知っておきたい学校生活と食物アレルギーについて

食物アレルギーとは、体を守るはずの免疫反応が食物に対して過敏に働いてしまうことです。食物アレルギーの原因食品のことをアレルゲンと言います。食物アレルギーを起こす主なアレルゲンは、鶏卵、牛乳、木の実類、小麦、落花生です。小学生になると、甲殻類、果物などが増加します。食後２時間以内に症状が出る場合を即時型食物アレルギーと言います。症状には、じんましん、紅斑、咳、発作にともなって生じる、ゼーゼー、ヒューヒューといったぜんめい、腹痛・下痢・嘔吐などの症状が現れることもあります。

いくつかの臓器に急激に重い症状が現れることをアナフィラキシーと言います。アナフィラキシーに血圧低下や意識障害などを伴う場合をアナフィラキシーショックと呼びます。

アレルゲンを含む食品を食べて運動するとアナフィラキシーの症状が出ることがあります。これを食物依存性運動誘発アナフィラキシーと言います。給食の後、昼休み中の遊びや午後の体育などは、注意が必要です。

食物アレルギーのある人でアトピー性皮膚炎を伴うことはありますがアトピー性皮膚炎だからといって、食物アレルギーがあるとは限りません。食物アレルギーと間違いやすい症状にはヒスタミンによる食中毒、乳糖不耐症、仮性アレルゲンがあります。ヒスタミンによる食中毒とは、鮮度の低下した赤身の魚を食べてじんましんなどの症状が出ることです。魚の中のヒスチジンがヒスタミンに変化して起こるものです。
牛乳を飲むと消化不良によっておなかがごろごろすることがあります。これが乳糖不耐症です。
　やまいもやきゅうりを食べて症状が起こることを仮性アレルゲンと言います。これは、野菜や果物の中には食物アレルギーと似た症状を、引き起こす成分が入っている場合があるために起こるものです。
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学校給食での食物アレルギー対応の種類について　　

パン、牛乳、卵スープ、コロッケ、添え野菜、オレンジの献立で、アレルゲンが、卵、オレンジの場合を例にして説明します。
アレルゲンを含む卵スープ、オレンジを配膳しない対応を無配膳対応と言います。

配膳されない卵スープ、オレンジのかわりに、自宅から野菜スープとりんごを持参します。これを一部弁当持参と言います。
調理の過程でアレルゲンを含む食品を加えないで調理することを、除去食対応と言います。この献立の場合には、給食室で卵を使わないスープを調理して提供します。
調味料やだし、添加物などに含まれる微量のアレルゲンでも発症するアレルゲンが多数あるなどの場合は、給食を中止して弁当の持参をお願いすることがあります。
この他にも、牛乳を豆乳にかえるなどの代替食対応があります。食物アレルギー対応を行う範囲は市町村（県立学校は各学校）で異なります。
学校生活で配慮が必要な場面としては給食の時間があります。食物アレルギーが治って、給食が食べられるようになっても、不安感や抵抗感などからすぐに原因食品を食べることができない場合があります。これは好き嫌いとは違います。
その他には、キャンプや修学旅行等宿泊を伴う場合、遠足や社会見学などの校外活動、調理実習、牛乳パックやマヨネーズのチューブ、小麦粘土を使った活動、節分行事における豆まきなどの食品を扱う授業や活動などがあります。
学校外でも、子供会、児童クラブ、学童保育、地域のイベントやお祭りなど、食べ物が提供される集まりの時も注意が必要です。
みんなが安全に楽しく学校生活を送るために、ご理解、ご協力をお願いします。
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アレルゲンを含む食品の表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加工食品による食物アレルギー症状を起こす被害を防ぐため、あらかじめ箱や袋で包装されているもの、缶やビンに詰められたものには、アレルゲンを含む食品を表示する制度があります。
必ず表示しなければならない特定原材料８品目は、卵、乳、小麦、そば、落花生（ピーナッツ）、えび、かに、くるみです。

表示が勧められている特定原材料に準ずるもの２０品目は、アーモンド、あわび、いか、イクラ、オレンジ　カシューナッツ、キウイフルーツ、牛肉、ごま、さけ、さば、大豆、鳥肉、バナナ、豚肉、マカダミアナッツ、もも、やまいも、りんご、ゼラチンです。

食物アレルギーの表示は、個々の原材料ごとにアレルゲンを表示する個別表示です。

例外として、アレルゲンを原材料の最後にまとめて一括表示する場合もあります。

店頭で量り売りされる、総菜、パン、注文を受けてから作られる弁当、レストランや飲食店のメニューについては、表示義務がありませんので注意しましょう。

学校給食の場合は、献立表に料理ごとに使っている食品を表示します。詳細な献立表は、アレルゲンが含まれる場合にしるしをつけて表示します。市町村（県立学校は各学校）で献立表の様式やしるしの付け方が異なります。

学校給食で、食物アレルギー対応をする場合には、詳細な献立表でアレルゲンを確認し、アレルゲンを含む食品や料理を食べるか食べないかの判断をします。
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